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前回（2014年12月）報告時の線量低減実施内容と空間線量は以下の通り

線源特定状況と線量低減の計画

１．２号機原子炉建屋１階線量低減の前回報告内容

1

線量低減後の空間線量
北側：５～7mSv/h
南側：8～10mSv/h
線量低減前と比べて空間
線量は50%の低減状況

【線量低減実施内容】
①資機材撤去（人手）
②中・低所除染（遠隔装置・人手）
③床面除染（遠隔装置）
④残部除染（汎用機器・人手）
⑤特定線源遮へい（ペネ・HCU）（人手）

【空間線量（2014年10月時点）】

線源特定状況
γカメラによる線源特定調査において、中・高所部にある
ダクトが高いことを確認。表面で約20mSv/hあり、空間
線量（床上高さ1.5ｍ）に１～３mSv/hの線量寄与があ
ると試算。

ダクトの線量低減計画
ダクト内除染、取外しにより線量低減を計画。
ダクト内の汚染形態は固着性汚染であることを確認し、
固着性に有効なスチーム除染を計画。：ダクト

【γカメラによる線源調査結果】 【ダクト配置概略図】
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：＜１０mSv/h
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マップ線量凡例
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マップ線量凡例

調査位置：北東エリア
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２．ダクトの線量低減実施内容

：低所ダクト ：高所ダクト
：切取箇所 ：除染箇所
：ルーバー取外箇所

ダクトの線量低減実施内容
①ルーバー（換気口）の取外（有人）

ダクトの表面線量測定の結果、ルーバーがダクト部に比べて高いことが
判明。線量低減に効果的と判断し、ルーバーの取外しを実施。

②ダクトの一部切取（有人）
プラント維持管理設備へ養生が施せる箇所、及び、足場が安定的に設置
できる箇所を実施。

③ダクト除染（有人・遠隔装置）
スチーム除染を選定し除染を実施。要素試験では60％以上の除去効果を
確認。当初は有人により除染を実施したが、被ばく線量低減を図るため
にダクト内除染装置を開発。

スチーム洗浄機

【ダクト内除染装置】

被ばく低減の観点から遠隔除染装置を開発し除染を実施

【ダクト内遠隔除染概略図】

リフター

ダクト内
除染装置 ダクト開口

カメラ

磁石付クローラ

【遠隔除染】

スチーム吐出・回収ノズル

【ルーバー取外、ダクト切取】

未除染箇所

除染箇所

同様に除染を実施
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３．ダクトの線量低減後の空間線量の低減効果

ダクトの線量低減後の空間線量の低減効果
【空間線量（2014年10月）】

ダクト線量低減前
【空間線量（2016年6月）】

ダクト線量低減後
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マップ線量凡例

：＜３ｍSv/h

：＜５mSv/h
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：＜１０mSv/h

：＞１0 mSv/h

マップ線量凡例

ダクト直下の空間線量の低減効
果は、1～4mSv/h程度を確認
。試算した効果が得られた。
エリア全体の低減効果としては
10mSv/h未満に低減し、
5mSv/h未満のエリアが拡大し
た。

しかし、南西側のエリアは、7～10mSv/h程度の空間線量が確認
される。更なる線量低減が必要と判断し南西エリアの線量調査を実施。
以下対策が有効と判断し、追加除染（線量低減）を実施。
①未除染箇所の南側HCU周辺の除染（遠隔装置）

・床堆積物除去、拭取（化学）除染、HCU散水除染
②南西エリア床面の再除染（遠隔装置・有人）

・拭取（化学）除染
③高線源（計装ラック・床ファンネル等）への遮へい設置（有人）

南側HCU
使用遠隔装置
【Packbot】
・床堆積物除去
・拭取（化学）除染

【小型除染装置】
・HCU散水除染

：遮へい設置箇所
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４．空間線量の低減効果推移

線量低減実施概要と空間線量の低減効果の推移は以下の通り
【2013年3月】

除染前
【2014年1月】

資機材撤去
【2014年2月】

足回り除染（床面）
【2014年10月】

中・低所・床面除染、特定線源遮へい

【2016年6月】
ダクト線量低減

【2016年8月】南西側エリア対応

【線量低減結果】
床上5ｍ未満の躯体・機器類の遊離性汚染に対する除
染（一部遮へい）により、エリア平均で5mSv/h程度
に低減された。
後発作業に合わせ、作業エリアを絞った上で除染や遮
蔽を組み合わせ、必要に応じて環境改善を実施する。

：遮へい設置箇所

無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社 5

５．１号機原子炉建屋１階 線量低減進捗

空間線量の推移
【2014年3月】

除染作業前
【2016年8月】

北西・西側線量低減後

現在の状況
・北西･西エリアは線量低減後の空間
線量が平均約2mSv/hに低減した。線
量低減前と比較して50％程度に低減
された。
・南側エリアは高線量AC配管・DHC
設備の線量寄与が大きな割合を占める
。

DRRF：2(北西･西側)
単位：mSv/h

DRRF：Dose Rate Reduction Factor（線量率減少係数)の略 DRRF=除染前空間線量率／除染後空間線量率

北西:約3.5

西:
約4.3

南西:約7.2

北:約5.2 北東:約2.9

南:約69 南東:約630

：＜３mSv/h
：＜５mSv/h
：＜７mSv/h
：＜１０mSv/h
：＞１０mSv/h
：＞２０mSv/h
：＞５０mSv/h

マップ線量凡例

北西:約1.9

西:
約2.6

南西:約6.5

北:未除染 北東:未除染

南:未除染 南東:未除染

・AC配管内部の線源除去工法、DHC
設備の内部に残留している汚染水の抜
き取り工法等を継続して検討中。

線量低減実施内容
①瓦礫撤去（遠隔装置）
②ケーブル整線・資機材撤去（人手）
③中低所除染（吸引・拭取）（人手）
④ホットスポット遮へい（人手）

AC配管汚染状況
表面50cm線量：
約1000～1200
mSv/h
（γ線強度より推定）

DHC設備汚染状況
表面50cm線量：
約300～500mSv/h
（γ線強度より推定）

：遮へい設置箇所
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６．３号機原子炉建屋１階 線量低減進捗

空間線量の推移
【2014年6月】

除染作業前
【2016年8月】

床･壁･中低所 除染済

現在の状況
・北西･西エリアは空間線量が平均約
9mSv/hに低減、線量低減前と比較し
て50%程度に低減された。南東エリ
アは平均約7mSv/hに低減された。

・南西エリア鉄板敷設エリアは鉄板撤
去および中低所除染を実施し、空間線
量は40%程度低減したが、平均約
19mSv/hと高い状況。

・現在、床面狭隘部の小瓦礫等の線源
除去を継続実施中。

・残りの線量寄与は、除染実施箇所の
残汚染、線量低減できていない高所部
構造物、残存小瓦礫および重要機器(
計装ラック)廻り等のホットスポット
からの寄与と推測。線源調査および空
間線量への寄与の評価を実施中。

DRRF：1.2～2.5
単位：mSv/h

北西:約16

西:
約25

南西:約31

北:約44 北東:約49

南:約47 南東:約9

：＜３mSv/h
：＜５mSv/h
：＜７mSv/h
：＜１０mSv/h
：＞１０mSv/h
：＞２０mSv/h
：＞５０mSv/h

マップ線量凡例

北西:約9

西:
約9

南西:約19

北:約36 北東:約28

南:約36 南東:約7

線量低減実施内容
①瓦礫撤去（遠隔装置）
②小瓦礫撤去，粉塵回収（遠隔装置）
③中低所除染（遠隔装置）
④南西エリア敷鉄板撤去（遠隔装置）
⑤狭隘部小瓦礫等除去（遠隔装置）（継続中）


